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明
舞
団
地
再
生
コ
ン
ペ
で 

最
優
秀
賞
に

め
い
ま
い�

　
明
舞
団
地
再
生
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会
（
委
員
長
兵

庫
県
住
宅
建
築
局
長
）
主
催
の
「
明
石
舞
子
団
地
再

生
コ
ン
ペ
」
で
、大
阪
ガ
ス
と
Ｐ
Ｐ
Ｉ
計
画･

設
計
研
究

所
の
共
同
チ
ー
ム
は
、応
募
三
九
作
品
（
登
録
一
四
一

件
）
中
、
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。�

　
提
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
人
と
自
然
の

循
環
都
市
　
明
舞
―
子
育
て
と
健
康
・
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
―
」
で
、
考
え
方
の
明
快
さ

と
提
案
の
具
体
性
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、本
誌
の
別
の
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定

で
す
。�

　
神
戸
市
と
明
石
市
に
ま
た
が
る
明
石
舞

子
団
地
（
通
称
明
舞
団
地
）
は
、
高
度
経
済

成
長
期
の
住
宅
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、兵

庫
県
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
さ
れ
た
広
さ
一

九
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。
初

期
入
居
か
ら
四
○
年
以
上
が
経
過
し
、施
設

の
老
朽
化
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
、
地
域

活
力
の
低
下
な
ど
多
く
の
課
題
が
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
「
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
を
再
生
す
る
モ

デ
ル
と
し
て
「
明
舞
団
地
再
生
計
画
」
が
二
○
○
三

年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
ペ
は
、こ
の
計

画
を
補
完
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
事

業
の
具
体
化
に
役
立
て
る
目
的
で
、去
る
四
月
に
公

募
、七
月
に
作
品
提
出
、八
月
に
審
査
結
果
の
発
表
・

表
彰
と
い
う
手
順
で
進
め
ら
れ
て
来
た
も
の
で
す
。�

　
大
阪
ガ
ス
と
し
て
は
、近
畿
圏
部
が
中
心
と
な
っ
て

社
内
関
係
者
及
び
Ｐ
Ｐ
Ｉ
計
画･

設
計
研
究
所
（
三
好

庸
隆
所
長
）で
チ
ー
ム
を
組
み
、共
同
で
検
討
作
業
を

行
う
と
と
も
に
、検
討
の
節
目
に
は
関
西
学
院
大
学
の

角
野
幸
博
教
授
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
な
お
、当
エ
ネ
ル
ギ
ー･

文
化
研
究
所
か
ら
は
濱
惠

介
と
弘
本
由
香
里
が
参
加
し
ま
し
た
。�

�
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�

　
日
本
に
は
昔
か
ら
「
家
は
古
く
な
っ
た
ら
建
て
替
え
る
も
の
」
と
い
っ
た
意
識
が
根
強
く
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、壊
し
て
は
建
て
る
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
と
い
う
日
本
流
住
文
化
に
対
し

て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
建
て
替
え
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
集
合
住
宅
団
地
の
建
物

を
壊
さ
ず
に
、大
規
模
修
繕
の
際
な
ど
に
思
い
切
っ
た
改
造
、改
善
を
加
え
て
、す
ば
ら
し
い
住

環
境
を
手
に
入
れ
る
こ
の
手
法
を
、専
門
家
は
「
団
地
再
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
（
「
序
―
団
地

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
よ
り
）
。�

　
こ
の
本
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
国
内
の
先
進
的
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
団
地
再
生
」
の
具
体

的
な
手
法
な
い
し
促
進
策
を
、分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
す
。
テ
ー
マ
は
住
環
境
全
体
か

ら
住
戸
の
内
装
に
い
た
る
ま
で
、ま
た
建
築
・
設
備
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

継
承
や
住
ま
い
手
の
参
加
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
ま
で
幅
広
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
毎
に
カ
ラ

ー
写
真
が
多
数
盛
り
込
ま
れ
、理
解
と
実
感
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
。�

　
執
筆
に
は
住
宅
計
画
、建
築
改
修
な
ど
の
分
野
か
ら
専
門
家
が
多
数
参
加
し
、そ
の
中
に
大
阪

ガ
ス
（
株
）エ
ネ
ル
ギ
ー･

文
化
研
究
所
の
濱 

惠
介
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
（
第
二
章
の
四
「
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
住
宅
改
修
と
省
エ
ネ
ラ
イ
フ
」
執
筆
担
当
）
。
環
境
保
全
型
の
住
ま
い
・
街
づ
く
り
に

ご
関
心
の
あ
る
方
は
、是
非
、ご
一
読
下
さ
い
。�

団
地
再
生
ま
ち
づ
く
り

建
て
替
え
ず
よ
み
が
え
る
　
団
地
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�
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